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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）シナリ
オにおける周期的チャネル状態情報（channel　state　
information：ＣＳＩ）レポートのための技術を提供す
る。
【解決手段】ユーザ機器（ＵＥ）は、サブフレーム内で
の送信のために複数のＣＳＩレポートを生成する。各Ｃ
ＳＩレポートは、ＣＳＩプロセスインデックスを有する
ＣＳＩプロセスに対応し、また各ＣＳＩレポートはサー
ビングセルインデックスに対応する。ＵＥは、ＣＳＩレ
ポートのＣＳＩプロセスインデックスが同じとき、最低
サービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートを
除き、サービングセルインデックスに対応するＣＳＩレ
ポートをドロップする。ＵＥは、送信のために少なくと
も１つのＣＳＩレポートを符号化する。少なくとも１つ
のＣＳＩレポートは、最低サービングセルインデックス
を有するＣＳＩプロセスのためのものである。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定送信モードで構成される周期的チャネル状態情報（channel　state　information
：ＣＳＩ）をレポートするよう動作するユーザ機器（ＵＥ）の装置であって、前記ＵＥは
１又は複数のプロセッサとメモリとを有し、前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　前記ＵＥにおいて、サブフレーム内での送信のために複数のＣＳＩレポートを生成し、
各ＣＳＩレポートは、ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスに対応し、各
ＣＳＩレポートはサービングセルインデックスに対応し、
　前記ＵＥにおいて、前記ＣＳＩレポートのＣＳＩプロセスインデックスが同じとき、最
低サービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートを除き、サービングセルインデッ
クスに対応するＣＳＩレポートをドロップし、
　前記ＵＥにおいて、送信のために少なくとも１つのＣＳＩレポートを符号化し、前記少
なくとも１つのＣＳＩレポートは、前記最低サービングセルインデックスを有するＣＳＩ
プロセスのためのものである、
　よう構成される、装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのＣＳＩレポートをｅＮＢ（evolved　Node　B）へ送信するよう構
成される通信機を更に有する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　前記ＵＥにおいて、最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスを除き、
ＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロップし、
　前記ＵＥにおいて、送信のために少なくとも１つのＣＳＩレポートを符号化し、前記少
なくとも１つのＣＳＩレポートは、前記最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩ
プロセスのためのものである、
　よう更に構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマットに基づき、選択され
た数のＣＳＩレポートを送信することを決定し、
　前記サブフレーム内でＣＳＩレポートが衝突するのを回避するために、前記ＣＳＩプロ
セスに対応する前記選択された数の最高優先度のＣＳＩレポート以外の全てのＣＳＩプロ
セスに対応するＣＳＩレポートをドロップする、
　よう更に構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ＰＵＣＣＨフォーマットは、少なくとも１つのＣＳＩレポートを有するＰＵＣＣＨ
フォーマット２、２ａ、２ｂ、３を有し、前記最高優先度のＣＳＩレポートは最低ＣＳＩ
プロセスインデックスを有する、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、前記ＣＳＩプロセスインデックスに基づき
低優先度のＣＳＩレポートをドロップする前に、サービングセルのＰＵＣＣＨ（physical
　uplink　control　channel）レポート種類に基づき少なくとも１つの低優先度のＣＳＩ
レポートをドロップし、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａはＰＵＣＣＨレポー
ト種類１、１ａ、２、２ｂ、２ｃ及び４より高い優先度を有し、ＰＵＣＣＨレポート種類
２、２ｂ、２ｃ及び４はＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａより高い優先度を有する、よ
う更に構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、最低ＣＳＩプロセスインデックスに対応す
るサービングセルの最高優先度ＣＳＩプロセスを有する規定ＣＳＩプロセスを割り当てる
よう更に構成される、請求項１に記載の装置。
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【請求項８】
　前記ＣＳＩプロセスインデックスは、特定ＣＳＩプロセス及び特定サービングセルにつ
いてユニークである、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記特定送信モードは、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）構成のために用いられ
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＵＥは、アンテナ、タッチ感応ディスプレイスクリーン、スピーカ、マイクロフォ
ン、グラフィックプロセッサ、アプリケーションプロセッサ、内部メモリ、不揮発性メモ
リポ―ト及びそれらの組合せのうちの少なくとも１つを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　特定送信モードで構成される周期的チャネル状態情報（channel　state　information
：ＣＳＩ）のために構成される無線装置であって、前記無線装置は、
　１又は複数のプロセッサ及びメモリであって、
　　前記無線装置において、サブフレーム内での送信のために複数のＣＳＩレポートを生
成し、各ＣＳＩレポートは、ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスに対応
し、各ＣＳＩレポートはサービングセルインデックスに対応し、
　　前記無線装置において、前記ＣＳＩレポートのＣＳＩプロセスインデックスが同じと
き、最低サービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートを除き、サービングセルイ
ンデックスに対応するＣＳＩレポートをドロップする、
　　よう構成される１又は複数のプロセッサ及びメモリと、
　前記少なくとも１つのＣＳＩレポートをｅＮＢ（evolved　Node　B）へ送信するよう構
成される通信機と、
　を有する無線装置。
【請求項１２】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　前記無線装置において、最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスを除
き、ＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロップし、
　前記無線装置において、前記最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセス
のための少なくとも１つのＣＳＩレポートを処理する、
　よう更に構成される、請求項１１に記載の無線装置。
【請求項１３】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマットに基づき、選択され
た数のＣＳＩレポートを送信することを決定し、
　前記サブフレーム内でＣＳＩレポートが衝突するのを回避するために、前記ＣＳＩプロ
セスに対応する前記選択された数の最高優先度のＣＳＩレポート以外の全てのＣＳＩプロ
セスに対応するＣＳＩレポートをドロップし、
　前記ＰＵＣＣＨフォーマットは、少なくとも１つのＣＳＩレポートを有するＰＵＣＣＨ
フォーマット２、２ａ、２ｂ、３を有し、前記最高優先度のＣＳＩレポートは、最低ＣＳ
Ｉプロセスインデックスを有する、
　よう更に構成される、請求項１１に記載の無線装置。
【請求項１４】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、前記ＣＳＩプロセスインデックスに基づき
低優先度のＣＳＩレポートをドロップする前に、サービングセルのＰＵＣＣＨ（physical
　uplink　control　channel）レポート種類に基づき少なくとも１つの低優先度のＣＳＩ
レポートをドロップし、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａはＰＵＣＣＨレポー
ト種類１、１ａ、２、２ｂ、２ｃ及び４より高い優先度を有し、ＰＵＣＣＨレポート種類
２、２ｂ、２ｃ及び４はＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａより高い優先度を有する、よ
う更に構成される、請求項１１に記載の無線装置。
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【請求項１５】
　ＣＱＩ（channel　quality　indicator）フィードバックを有しないＲＩ（rank　indic
ation）又は広帯域ＰＭＩ（precoding　matrix　indicator）フィードバックを有するＰ
ＵＣＣＨレポート種類は、ＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポート種類より高
い優先度を有し、広帯域ＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポート種類は、サブ
バンドＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポートより高い優先度を有する、請求
項１４に記載の無線装置。
【請求項１６】
　前記通信機は、ＲＲＣ（radio　resource　control）シグナリングを介して、特定ＣＳ
Ｉプロセスインデックス又は特定サービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートの
優先度を受信するよう更に構成される、請求項１１に記載の無線装置。
【請求項１７】
　前記１又は複数のプロセッサ及びメモリは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（hybrid　automatic　repeat　request-acknowledgement）及びＣＳ
Ｉレポートを多重化し、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット及びスケジューリング要求（scheduling　requ
est：ＳＲ）を有するＣＳＩレポートがＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channe
l）フォーマット３ペイロードに適合するかどうかを決定する、
　よう更に構成され、
　前記通信機は、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット及びＳＲを有するＣＳＩレポートが前記ＰＵＣ
ＣＨフォーマット３ペイロードに適合しないとき、ＣＳＩレポートを有しないＳＲを含む
ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを送信し、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット及びＳＲを有するＣＳＩレポートが前記ＰＵＣ
ＣＨフォーマット３ペイロードに適合するとき、ＣＳＩレポートを有するＳＲを含む多重
化ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを送信する、
　よう更に構成される、
　請求項１１に記載の無線装置。
【請求項１８】
　前記通信機は、ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマットの非
衝突ＣＳＩレポートの数を送信し、各ＣＳＩレポートは最大１１個のＣＳＩビットを用い
るよう更に構成される、請求項１１に記載の無線装置。
【請求項１９】
　特定送信モードで構成される周期的チャネル状態情報（channel　state　information
：ＣＳＩ）をレポートするためのコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプ
ログラムは、ユーザ機器（ＵＥ）の１又は複数のプロセッサにより実行されると、前記Ｕ
Ｅに、
　前記ＵＥにおいて、サブフレーム内での送信のために複数のＣＳＩレポートを生成する
ステップであって、各ＣＳＩレポートは、ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプ
ロセスに対応し、各ＣＳＩレポートはサービングセルインデックスに対応する、ステップ
と、
　前記ＵＥにおいて、前記ＣＳＩレポートのＣＳＩプロセスインデックスが同じとき、最
低サービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートを除き、サービングセルインデッ
クスに対応するＣＳＩレポートをドロップするステップと、
　前記ＵＥにおいて、ｅＮＢ（evolved　Node　B）への送信のために少なくとも１つのＣ
ＳＩレポートを符号化するステップであって、前記少なくとも１つのＣＳＩレポートは、
前記最低サービングセルインデックスを有するＣＳＩプロセスのためのものである、ステ
ップと、
　を実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項２０】
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　前記コンピュータプログラムは、前記ＵＥに、
　前記ＵＥにおいて、最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスを除き、
ＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロップするステップと、
　前記ＵＥにおいて、ｅＮＢ（evolved　Node　B）への送信のために少なくとも１つのＣ
ＳＩレポートを符号化するステップであって、前記少なくとも１つのＣＳＩレポートは、
前記最低ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩプロセスのためのものである、ステ
ップと、
　を更に実行させる請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　前記コンピュータプログラムは、前記ＵＥに、
　ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマットに基づき、選択され
た数のＣＳＩレポートを送信することを決定するステップと、
　前記サブフレーム内でＣＳＩレポートが衝突するのを回避するために、前記ＣＳＩプロ
セスに対応する前記選択された数の最高優先度のＣＳＩレポート以外の全てのＣＳＩプロ
セスに対応するＣＳＩレポートをドロップするステップと、
　を更に実行させ、
　前記ＰＵＣＣＨフォーマットは、少なくとも１つのＣＳＩレポートを有するＰＵＣＣＨ
フォーマット２、２ａ、２ｂ、３を有し、前記最高優先度のＣＳＩレポートは、最低ＣＳ
Ｉプロセスインデックスを有する、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記コンピュータプログラムは、前記ＵＥに、
　前記ＣＳＩプロセスインデックスに基づき低優先度のＣＳＩレポートをドロップする前
に、サービングセルのＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）レポート種類
に基づき少なくとも１つの低優先度のＣＳＩレポートをドロップするステップであって、
ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａはＰＵＣＣＨレポート種類１、１ａ、２、２
ｂ、２ｃ及び４より高い優先度を有し、ＰＵＣＣＨレポート種類２、２ｂ、２ｃ及び４は
ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａより高い優先度を有する、ステップを更に実行させる
請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　前記コンピュータプログラムは、前記ＵＥに、最低ＣＳＩプロセスインデックスに対応
するサービングセルの最高優先度ＣＳＩプロセスを有する規定ＣＳＩプロセスを割り当て
るステップを更に実行させる請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２４】
　前記ＣＳＩプロセスインデックスは、特定ＣＳＩプロセス及び特定サービングセルにつ
いてユニークである、請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　前記特定送信モードは、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）構成のために用いられ
る、請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　請求項１９乃至２５のいずれか一項に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）シナリオにおける周期的チャネル状
態情報（channel　state　information：ＣＳＩ）レポートのための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線モバイル通信技術は、種々の規格及びプロトコルを用いて、ノード（例えば、送信



(6) JP 2017-184284 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

局）と無線装置（例えば、モバイル装置）との間でデータを伝送する。幾つかの無線装置
は、ダウンリンク（ＤＬ）送信でＯＦＤＭＡ（orthogonal　frequency－division　multi
ple　access）を、アップリンク（ＵＬ）送信でＳＣ－ＦＤＭＡ（single　carrier　freq
uency　division　multiple　access）を用いて通信する。信号送信のためにＯＦＤＭ（o
rthogonal　frequency－division　multiplexing）を用いる規格及びプロトコルは、３Ｇ
ＰＰ（third　generation　partnership　project）ＬＴＥ（long　term　evolution）、
ＷｉＭＡＸ（Worldwide　interoperability　for　Microwave　Access）として業界団体
に一般に知られているＩＥＥＥ（Institute　of　Electrical　and　Electronics　Engin
eers）８０２．１６標準（例えば、８０２．１６ｅ、８０２．１６ｍ）、及びＷｉＦｉと
して業界団体に一般に知られているＩＥＥＥ８０２．１１標準を含む。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＲＡＮ（radio　access　network）ＬＴＥシステムでは、ノードは、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ（Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network）ＮｏｄｅＢ（e
volved　Node　B、enhanced　Node　B、eNodeB、又はeNBとしても一般的に表記される）
と、ユーザ機器（ＵＥ）として知られる無線装置と通信するＲＮＣ（Radio　Network　Co
ntrollers）との組合せであり得る。ダウンリンク（ＤＬ）送信は、ノード（例えば、eNo
deB）から無線装置（例えば、ＵＥ）への通信であり得る。また、アップリンク（ＵＬ）
送信は、無線装置からノードへの通信であり得る。
【０００４】
　同種ネットワークでは、ノードは、マクロノードとも呼ばれ、セル内の無線装置に基本
無線カバレッジを提供できる。セルは、無線装置がマクロノードと通信するよう動作可能
な領域であり得る。異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔｓ）は、無線装置の使用及び機能の
増大により増大したマクロノードのトラフィック負荷を処理するために用いることができ
る。ＮｅｔＮｅｔｓは、マクロノードのカバレッジ領域（セル）の範囲内であまり計画性
の高くない若しくは全体的に未調整の方法で展開され得る低電力ノード（スモールｅＮＢ
、マイクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ又はホームｅＮＢ［ＨｅＮＢ］）の層と
重なる、高電力マクロノード（又はマクロｅＮＢ）の１つの層を有し得る。、低電力ノー
ド（ＬＰＮ）は、通常、「低電力ノード」、スモールノード、又はスモールセルと表すこ
とができる。
【０００５】
　マクロノードは、基本カバレッジのために用いることができる。低電力ノードは、ホッ
トゾーン内の又はマクロノードのカバレッジエリア間の境界における容量を向上するため
に、並びにビル構造物が信号伝送を妨げる屋内カバレッジを向上するために、カバレッジ
ホールを満たすために用いることができる。セル間干渉調整（Inter－cell　interferenc
e　coordination：ＩＣＩＣ）又は拡張ＩＣＩＣ（ｅＩＣＩＣ）は、マクロノードのよう
なノード間及びＨｅｔＮｅｔ内の低電力ノード間の干渉を低減するために、リソース調整
のために用いられても良い。
【０００６】
　ＣｏＭＰ（Coordinated　Multipoint）システムは、同種ネットワーク及びＨｅｔＮｅ
ｔｓの両方において近隣ノードからの干渉を低減するために用いられても良い。ＣｏＭＰ
システムでは、ノードは、協調ノードと称され、複数セルからのノードが無線装置へ信号
を送信し及び無線装置から信号を受信できる場合、他のノードと一緒にグループ化され得
る。協調ノードは、同種ネットワークではノードであり、ＨｅｔＮｅｔｓではマクロノー
ド及び／又は低電力ノード（ＬＰＮ）であり得る。ＣｏＭＰ動作は、ダウンリンク送信及
びアップリンク送信に適用できる。ダウンリンクＣｏＭＰ動作は、２つのカテゴリに分割
できる。つまり、協調スケジューリング又は協調ビームフォーミング（coordinatedsched
uling　or　coordinated　beamforming：ＣＳ／ＣＢ又はＣＳ／ＣＢＦ）と、共同処理又
は共同送信（joint　processing　or　joint　transmission：ＪＰ／ＪＴ）である。ＣＳ
／ＣＢでは、所与のサブフレームは、１つのセルから所与の無線装置（例えば、ＵＥ）へ
送信でき、協調ビームフォーミングを含むスケジューリングは、異なる送信間の干渉を制
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御及び／又は低減するために、セル間で動的に調整される。共同処理では、共同送信は、
複数のセルにより複数の装置（例えば、ＵＥ）に対して実行され得る。ここで、複数のノ
ードは、同じ時間及び周波数無線リソース及び／又は動的セル選択を用いて、同時に送信
する。アップリンクＣｏＭＰ動作は、２つのカテゴリに分割できる。つまり、共同受信（
joint　reception：ＪＲ）と、協調スケジューリング及びビームフォーミング（coordina
ted　scheduling　and　beamforming：ＣＳ／ＣＢ）である。ＪＲでは、無線装置（例え
ば、ＵＥ）により送信されるＰＵＳＣＨ（physical　uplink　shared　channel）は、複
数ポイントで１つの時間フレームで共同で受信され得る。複数ポイントのセットは、Ｃｏ
ＭＰ受信ポイント（reception　point：ＲＰ）セットを構成し、ＵＬ　ＣｏＭＰ協調セッ
トの部分に又はＵＬ　ＣｏＭＰ協調セット全体に含まれ得る。ＪＲは、受信信号品質を向
上するために用いることができる。ＣＳ／ＣＢでは、ユーザスケジューリング及びプリコ
ーディング選択決定は、ＵＬ　ＣｏＭＰ協調セットに対応するポイント間の協調により行
うことができる。ＣＳ／ＣＢでは、ＵＥにより送信されるＰＵＳＣＨは、１つのポイント
で受信され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）シナリオにおける周期的チャネル状
態情報（channel　state　information：ＣＳＩ）レポートのためのＵＥ、無線装置、方
法、及びコンピュータプログラムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　１つの方法は、ユーザ機器（ＵＥ）が、サブフレーム内で送信するために、複数のＣＳ
Ｉプロセスのための複数のＣＳＩレポートを生成するステップを有し得る。各ＣＳＩレポ
ートは、CSIProcessIndexを有するＣＳＩプロセスに対応し得る。ＵＥは、最低CSIProces
sIndexを有するＣＳＩプロセスを除くＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロッ
プし得る。ＵＥは、ｅＮＢ（evolved　Node　B）へ、ＣＳＩプロセスの少なくとも１つの
ＣＳＩレポートを送信し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本開示の特徴及び利点は、例として本開示の特徴を共に図示する添付の図面と関連する
以下の詳細な説明から明らかである。
【図１】一例による、種々の成分搬送波（component　carrier：ＣＣ）帯域幅のブロック
図を示す。
【図２Ａ】一例による、複数の隣接成分搬送波のブロック図を示す。
【図２Ｂ】一例による、帯域内非隣接成分搬送波のブロック図を示す。
【図２Ｃ】一例による、帯域間非隣接成分搬送波のブロック図を示す。
【図３Ａ】一例による、対称－非対称キャリアアグリゲーション構成のブロック図を示す
。
【図３Ｂ】一例による、非対称－対称キャリアアグリゲーション構成のブロック図を示す
。
【図４】一例による、アップリンク無線フレームリソース（例えば、リソースグリッド）
のブロック図を示す。
【図５】一例による、ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）のための周波
数ホッピングのブロック図を示す。
【図６】一例による、ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）レポートモー
ド毎のＰＵＣＣＨレポート種類及びモード状態の表を示す。
【図７Ａ】一例による、サイト内ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）システムを用い
る同種ネットワークのブロック図を示す（例えば、ＣｏＭＰシナリオ１）。
【図７Ｂ】一例による、サイト間ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）システムを用い
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る高送信電力を有する同種ネットワークのブロック図を示す（例えば、ＣｏＭＰシナリオ
２）。
【図７Ｃ】一例による、低電力ノードを有する異種ネットワークにおけるＣｏＭＰ（coor
dinated　multipoint）システムのブロック図を示す（例えば、ＣｏＭＰシナリオ３又は
４）。
【図８】一例による、指定された送信モードで構成された周期的チャネル状態情報（chan
nel　state　information：ＣＳＩ）をレポートするよう動作するユーザ機器（ＵＥ）の
コンピュータ回路の機能を示す。
【図９】一例による、無線装置においてＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）シナリオ
の中で周期的チャネル状態情報（channel　state　information：ＣＳＩ）をレポートす
る方法のフローチャートを示す。
【図１０】一例による、サービングノード、協調ノード、及び無線装置のブロック図を示
す。
【図１１】一例による、無線装置（例えば、ＵＥ）の図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下では、図示の例示的な実施形態を参照し、本願明細書ではそれらを説明するために
固有の言語が用いられる。しかしながら、それにより本発明の範囲の如何なる限定も意図
されないことが理解されるだろう。
【００１１】
　本発明が開示され説明される前に、本発明は本願明細書に開示される特定の構造、処理
ステップ又は材料に限定されず、関連分野の当業者により認識されるように、それらの等
価物にまで拡張されることが理解されるべきである。本願明細書で用いられる用語は、特
定の例を説明することのみを目的としており、限定を目的としていないことが理解される
べきである。異なる図中の同じ参照符号は、同じ要素を表す。フローチャート及び処理中
に提供される数値は、ステップ及び動作を説明する際に明確性のために提供されるもので
あり、必ずしも特定の順序又は配列を示さない。
【００１２】
　＜例示的な実施形態＞
　以下に、技術的実施形態の最初の概略が提供され、次に特定の技術的実施形態が詳細に
説明される。この最初の概要は、読者が技術をより迅速に理解するのを助けることを目的
としており、技術の主要な特徴又は基本的特徴を特定することを意図せず、あるいは請求
される主題の範囲を限定することを意図しない。
【００１３】
　無線データ送信量の増大は、スマートフォン及びタブレット装置のような無線装置に無
線通信サービスを提供するために認可スペクトルを用いる無線ネットワーク内で輻輳を生
み出している。輻輳は、都市部及び大学のような高密度及び高使用場所において特に顕著
である。
【００１４】
　無線装置に追加帯域幅容量を提供する１つの技術は、複数の小さな帯域幅のキャリアア
グリゲーションを用いて無線装置（例えば、ＵＥ）において仮想広帯域チャネルを形成す
ることである。キャリアアグリゲーション（carrier　aggregation：ＣＡ）では、複数の
成分搬送波（component　carrier：ＣＣ）は、集約され、単一の端末へ／からの送信のた
めに一緒に使用できる。搬送波は、情報が配置される許可された周波数領域内の信号であ
り得る。１つの搬送波に配置できる情報量は、周波数領域内の集約された搬送波の帯域幅
により決定され得る。許可された周波数領域は、帯域幅が制限される場合が多い。帯域幅
制限は、多数のユーザが同時に許可された周波数領域内の帯域幅を使用するとき、より深
刻になり得る。
【００１５】
　図１は、無線装置により用いることができる搬送波帯域幅、信号帯域幅、又は成分搬送
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波（ＣＣ）を示す。例えば、ＬＴＥ　ＣＣ帯域幅は、１．４ＭＨｚ２１０、３ＭＨｚ２１
２、５ＭＨｚ２１４、１０ＭＨｚ２１６、１５ＭＨｚ２１８、及び２０ＭＨｚ２２０を有
し得る。１．４ＭＨｚＣＣは、７２個の副搬送波を有する６個のリソースブロック（reso
urce　block：ＲＢ）を有し得る。３ＭＨｚＣＣは、１８０個の副搬送波を有する１５個
のＲＢを有し得る。５ＭＨｚＣＣは、３００個の副搬送波を有する２５個のＲＢを有し得
る。１０ＭＨｚＣＣは、６００個の副搬送波を有する５０個のＲＢを有し得る。１５ＭＨ
ｚＣＣは、９００個の副搬送波を有する７５個のＲＢを有し得る。２０ＭＨｚＣＣは、１
２００個の副搬送波を有する１００個のＲＢを有し得る。
【００１６】
　キャリアアグリゲーション（Carrier　aggregation：ＣＡ）は、ユーザの無線装置とノ
ードとの間で、複数の搬送波信号を同時に通信できるようにする。複数の異なる搬送波を
用いることができる。幾つかの例では、搬送波は、異なる許可された周波数領域からのも
のであっても良い。
【００１７】
　キャリアアグリゲーションは、無線装置に広い選択肢を提供し、より多くの帯域幅を獲
得させることができる。大きな帯域幅は、ビデオのストリーミング又は大容量データファ
イルの通信のような帯域幅集中的な動作を通信するために用いることができる。
【００１８】
　図２Ａは、連続する搬送波のキャリアアグリゲーションの一例を示す。本例では、３つ
の搬送波は、周波数帯に沿って連続して配置される。各搬送波は、成分搬送波として表す
ことができる。連続型システムでは、成分搬送波は、互いに隣接して配置され、通常、単
一の周波数帯（例えば、帯域Ａ）内に配置され得る。周波数帯は、電磁スペクトルの選択
された周波数範囲であり得る。選択された周波数帯は、無線電話のような無線通信による
使用のために指定される。特定の周波数帯は、無線サービスプロバイダにより所有され又
は賃貸される。各隣接成分搬送波は、同じ帯域幅又は異なる帯域幅を有しても良い。帯域
幅は、周波数帯の選択された部分である。無線電話は、伝統的に、単一の周波数帯の範囲
内で実施されている。隣接キャリアアグリゲーションでは、１つの高速フーリエ変換（fa
st　Fourier　transform：ＦＦＴ）モジュール及び／又は１つの無線フロントエンドのみ
が用いられても良い。隣接成分搬送波は、類似のレポート及び／又は処理モジュールを利
用できる類似した伝搬特性を有し得る。
【００１９】
　図２Ｂ～２Ｃは、非連続な成分搬送波のキャリアアグリゲーションの一例を示す。非連
続の成分搬送波は、周波数範囲に沿って分離されても良い。各成分搬送波は、異なる周波
数帯に配置されても良い。非連続キャリアアグリゲーションは、細分化されたスペクトル
の集約を提供できる。帯域内（又は単一帯域）非連続キャリアアグリゲーションは、図２
Ｂに示すような同一周波数帯（例えば、帯域Ａ）の範囲内の非連続キャリアアグリゲーシ
ョンを提供する。帯域間（又は複数帯域）非連続キャリアアグリゲーションは、図２Ｃに
示すような異なる周波数帯（例えば、帯域Ａ、Ｂ、又はＣ）の範囲内の非連続キャリアア
グリゲーションを提供する。異なる周波数帯内の成分搬送波を使用する能力は、利用可能
な帯域幅の一層効率的な使用を可能にし、集約されたデータスループットを向上する。
【００２０】
　ネットワーク対称（又は非対称）キャリアアグリゲーションは、セクタ内のネットワー
クにより提供されるダウンリンク（ＤＬ）及びアップリンク（ＵＬ）成分搬送波の数によ
り定めることができる。ＵＥ対称（又は非対称）キャリアアグリゲーションは、ＵＥのた
めに構成されるダウンリンク（ＤＬ）及びアップリンク（ＵＬ）成分搬送波の数により定
めることができる。ＤＬ　ＣＣの数は、少なくともＵＬ　ＣＣの数であっても良い。ＳＩ
Ｂ（system　information　block　type）２は、ＤＬとＵＬとの間の固有リンク付けを提
供できる。図３Ａは、対称－非対称キャリアアグリゲーション構成のブロック図を示す。
ここで、キャリアアグリゲーションは、ネットワークについてＤＬとＵＬとの間で対称で
あり、ＵＥについてＤＬとＵＬとの間で非対称である。図３Ｂは、非対称－対称キャリア
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アグリゲーション構成のブロック図を示す。ここで、キャリアアグリゲーションは、ネッ
トワークについてＤＬとＵＬとの間で非対称であり、ＵＥについてＤＬとＵＬとの間で対
称である。
【００２１】
　成分搬送波は、図４に示すような一般的なＬＴＥ（long　term　evolution）フレーム
構造を用いるノード（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）と無線装置（例えば、ＵＥ）との間のアッ
プリンク送信において、物理（ＰＨＹ）層で送信される無線フレーム構造を介してチャネ
ル情報を伝達するために用いることができる。ＬＴＥフレーム構造が図示されるが、ＩＥ
ＥＥ８０２．１６標準（ＷｉＭａｘ）、ＩＥＥＥ８０２．１１標準（ＷｉＦｉ）、又はＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ若しくはＯＦＤＭＡを用いる別の種類の通信標準規格が用いられても良い。
【００２２】
　図４は、アップリンク無線フレーム構造を示す。本例では、制御情報又はデータを送信
するために用いられる信号の無線フレーム１００は、１０ミリ秒（ｍｓ）の期間Ｔｆを有
するよう構成され得る。各無線フレームは、それぞれ１ｍｓ長である１０個のサブフレー
ム１１０ｉにセグメント化又は分割され得る。各サブフレームは、それぞれ０．５ｍｓの
期間Ｔｓｌｏｔを有する２個のスロット１２０ａ及び１２０ｂに更に細分化され得る。無
線装置及びノードにより用いられる成分搬送波（ＣＣ）のための各スロットは、ＣＣ周波
数帯域幅に基づく複数のリソースブロック（ＲＢ）１３０ａ、１３０ｂ、１３０ｉ、１３
０ｍ及び１３０ｎを有し得る。各ＲＢ（物理ＲＢ又はＰＲＢ）１３０ｉは、副搬送波当た
り、（周波数軸で）１２～１５ｋＨｚの副搬送波１３６及び（時間軸で）６又は７個のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル１３２を有し得る。短い又は通常の巡回プレフィックスが用いられ
る場合、ＲＢは、７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを使用し得る。拡張巡回プレフィックス
が用いられる場合、ＲＢは、６個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを使用し得る。リソースブロ
ックは、短い又は通常の巡回プレフィックスを用いて８４個のリソースエレメント（reso
urce　element：ＲＥ）にマッピングされる。または、リソースブロックは、拡張巡回プ
レフィックスを用いて７２個のＲＥ（図示しない）にマッピングされ得る。ＲＥは、１つ
の副搬送波（つまり、１５ｋＨｚ）１４６による１つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの単位で
あり得る。ＱＰＳＫ（quadrature　phase－shift　keying）変調の場合、各ＲＥは、２ビ
ットの情報１５０ａ及び１５０ｂを送信できる。各ＲＥでより多数のビットを送信するた
めに１６ＱＡＭ（quadrature　amplitude　modulation）又は６４ＱＡＭのような、又は
各ＲＥでより少数のビット（単一ビット）を送信するためにＢＰＳＫ（bi－phase　shift
　keying）変調のような、他の種類の変調が用いられても良い。ＲＢは、無線装置からノ
ードへのアップリンク送信のために構成され得る。
【００２３】
　参照信号（Reference　signal：ＲＳ）は、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにより、リソース
ブロック内のリソースエレメントを介して送信され得る。参照信号（又はパイロット信号
又はトーン）は、タイミング同期、チャネル及び／又はチャネル内ノイズの推定のような
種々の理由で用いられる知られている信号であり得る。参照信号は、無線装置及びノード
により受信され送信され得る。異なる種類の参照信号（ＲＳ）がＲＢ内で用いられ得る。
例えば、ＬＴＥシステムでは、アップリンク参照信号種類は、ＳＲＳ（sounding　refere
nce　signal）及びＵＥ固有参照信号（ＵＥ固有ＲＳ又はＵＥ－ＲＳ）又はＤＭ－ＲＳ（d
emodulation　reference　signal）を有し得る。ＬＴＥシステムでは、ダウンリンク参照
信号種類は、チャネルに関するＣＳＩレポートを提供するために無線装置により測定され
得るＣＳＩ－ＲＳ（channel　state　information　reference　signal）を有し得る。
【００２４】
　アップリンク信号又はチャネルは、ＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shared　CHannel
）上のデータ、又はＰＵＣＣＨ（Physical　Uplink　Control　CHannel）上の制御情報を
有し得る。ＬＴＥでは、ＵＣＩ（uplink　control　information）を伝達するＰＵＣＣＨ
（uplink　physical　channel）は、ＣＳＩ（channel　state　information）レポート、
ＨＡＲＱ（Hybrid　Automatic　Retransmission　reQuest）ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ACKnowle
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dgment/Negative　ACKnowledgment）及びアップリンクＳＲ（scheduling　request）を有
し得る。
【００２５】
　無線装置は、ＰＵＳＣＨを用いて非周期的ＣＳＩレポートを又はＰＵＣＣＨを用いて周
期的ＣＳＩレポートを提供できる。ＰＵＣＣＨは、表１にＬＴＥについて示すように、種
々の変調及び符号化スキーム（modulation　and　coding　scheme：ＭＣＳ）で、複数の
フォーマット（つまりＰＵＣＣＨフォ―マット）をサポートできる。例えば、ＰＵＣＣＨ
フォ―マット３は、キャリアアグリゲーションのために用いることができるマルチビット
ＨＡＲＱ－ＡＣＫを伝達するために用いることができる。
【００２６】
【表１】

　別の例では、ＰＵＣＣＨフォーマット２は、図５に示すように周波数ホッピングを用い
ることができる。周波数ホッピングは、送信機（例えば、アップリンクではＵＥ）及び受
信機（例えば、アップリンクではｅＮＢ）の両者に知られている疑似ランダムシーケンス
又は固有シーケンスを用いて、多くの周波数チャネルの中で搬送波を迅速に切り替えるこ
とにより、無線信号を送信する方法であり得る。周波数ホッピングは、（時間領域におい
て）連続的な割り当てをしながら、ＵＥが、アップリンクにおいてＬＴＥで用いられる広
帯域チャネルの周波数ダイバーシティを利用できるようにする。
【００２７】
　ＰＵＣＣＨは、種々のＣＳＩ（channel　state　information）レポートを有し得る。
ＣＳＩレポート内のＣＳＩコンポーネントは、ＣＱＩ（channel　quality　indicator）
、ＰＭＩ（precoding　matrix　indicator）、ＰＴＩ（precoding　type　indicator）、
及び／又はＲＩ（rank　indication）レポート種類を有し得る。ＣＱＩは、受信ダウンリ
ンク信号対干渉及び雑音比（signal　to　interference　plus　noise　ratio：ＳＩＮＲ
）の測定値並びにＵＥの受信機特性の知識に基づき得る、ダウンリンクのための変調及び
符号化方式（modulation　and　coding　scheme：ＭＣＳ）値のような適切なデータレー
トを示すために、ＵＥによりｅＮｏｄｅＢにシグナリングされ得る。ＰＭＩは、ＭＩＭＯ
（multiple－input　multiple－output）動作をサポートするために、ＵＥによりフィー
ドバックされる信号であり得る。ＰＭＩは、（ＵＥ及びｅＮｏｄｅＢにより共有されるコ
ードブック内の）プリコーダのインデックスに対応し、全てのダウンリンク空間送信レイ
ヤに渡り受信され得るデータビットの集約数を最大化し得る。ＰＴＩは、高速フェージン
グ環境から低速フェージング環境を区別するために用いることができる。ＲＩは、ＰＤＳ
ＣＨ送信モード３（例えば、開ループ空間多重化）及び４（例えば、閉ループ空間多重化
）のために構成されるＵＥによりｅＮｏｄｅＢにシグナリングされ得る。ＲＩは、（ダウ
ンリンクチャネルのＵＥの推定に基づく）空間多重化のための有用な送信レイヤの数に対
応し、ｅＮｏｄｅＢが相応してＰＤＳＣＨ送信を適応できるようにし得る。
【００２８】
　ＣＱＩレポートの粒度は、３つのレベル、つまり広帯域、ＵＥ選択サブバンド、及び高
位レイヤ構成サブバンドに分けられる。広帯域ＣＱＩレポートは、ダウンリンクシステム
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帯域幅全体に対して１つのＣＱＩ値を提供できる。ＵＥ選択サブバンドＣＱＩレポートは
、システム帯域幅を複数のサブバンドに分割できる。ここで、ＵＥは、望ましいサブバン
ドのセット（最適なＭ個のサブバンド）を選択でき、次に、帯域幅について１つのＣＱＩ
値を、及び（選択されたＭ個のサブバンドを介した送信のみの場合）セットについて１つ
の差分ＣＱＩ値をレポートできる。高位レイヤ構成サブバンドＣＱＩレポートは、最高粒
度を提供できる。高位レイヤ構成サブバンドＣＱＩレポートでは、無線装置は、システム
帯域幅全体を複数のサブバンドに分割でき、次に、各サブバンドについて１つのように、
１つの帯域幅ＣＱＩ及び複数の差分ＣＱＩ値をレポートする。
【００２９】
　ＰＵＣＣＨにより伝達されるＵＣＩは、どのＣＳＩレポートが送信されているかを指定
するために、異なるＰＵＣＣＨレポート種類（又はＣＱＩ／ＰＭＩ及びＲＩレポート種類
）を用いることができる。例えば、ＰＵＣＣＨレポ―ト種類１は、ＵＥ選択サブバンドに
ついてのＣＱＩフィードバックをサポートできる。種類１ａは、サブバンドＣＱＩ及び第
２のＰＭＩフィードバックをサポートできる。種類２、種類２ｂ、及び種類２ｃは、広帯
域ＣＱＩ及びＰＭＩフィードバックをサポートできる。種類２ａは、広帯域ＰＭＩフィー
ドバックをサポートできる。種類３は、ＲＩフィードバックをサポートできる。種類４は
、広帯域ＣＱＩをサポートできる。種類５は、ＲＩ及び広帯域ＰＭＩフィードバックをサ
ポートできる。そして、種類６は、ＲＩ及びＰＴＩフィードバックをサポートできる。
【００３０】
　異なるＣＳＩコンポーネントは、ＰＵＣＣＨレポート種類に基づき含まれ得る。例えば
、ＲＩは、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５又は６に含まれ得る。広帯域ＰＴＩは、ＰＵＣ
ＣＨレポート種類６に含まれ得る。広帯域ＰＭＩは、ＰＵＣＣＨレポート種類２ａ又は５
に含まれ得る。広帯域ＣＱＩは、ＰＵＣＣＨレポート種類２、２ｂ、２ｃ又は４に含まれ
得る。サブバンドＣＱＩは、ＰＵＣＣＨレポート種類１又は１ａに含まれ得る。
【００３１】
　異なる周期及びオフセットを有するＣＱＩ／ＰＭＩ及びＲＩ（ＰＵＣＣＨ）レポート種
類は、図６の表により示されるＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモードのためにサポートされ
得る。図５は、ＰＵＣＣＨレポート種類及びＰＵＣＣＨレポートモード毎のペイロードサ
イズ及びモード状態の、ＬＴＥの場合の一例を示す。
【００３２】
　レポートされるＣＳＩ情報は、用いられるダウンリンク送信シナリオに基づき変化し得
る。ダウンリンクのための種々のシナリオは、異なる送信モード（transmission　mode：
ＴＭ）に反映され得る。例えば、ＬＴＥでは、ＴＭ１は単一の送信アンテナを用いること
ができ、ＴＭ２は送信ダイバシティを用いることができ、ＴＭ３はＣＤＤ（cyclic　dela
y　diversity）を伴う開ループ空間多重化を用いることができ、ＴＭ４は閉ループ空間多
重化を用いることができ、ＴＭ５はＭＵ－ＭＩＭＯ（multi－user　MIMO）を用いること
ができ、ＴＭ６は単一送信レイヤを用いた閉ループ空間多重化を用いることができ、ＴＭ
７はＵＥ固有ＲＳによるビームフォーミングを用いることができ、ＴＭ８はＵＥ固有ＲＳ
による単一若しくは二重レイヤビームフォーミングを用いることができ、ＴＭ９は閉ルー
プＳＵ－ＭＩＭＯ（single　user　MIMO）又はキャリアアグリゲーションをサポートする
ためにマルチレイヤ送信を用いることができる。一例では、ＴＭ１０は、ＪＰ（joint　p
rocessing）、ＤＰＳ（dynamic　point　selection）、及び／又はＣＳ／ＣＢ（coordina
ted　scheduling/coordinated　beamforming）のような、ＣｏＭＰ（coordinated　multi
point）シグナリングのために用いることができる。
【００３３】
　各送信モードは、異なるＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモードを用いることができる。こ
こで、各ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモードは、表２にＬＴＥについて示すように、異な
るＣＱＩ及びＰＭＩフィードバック種類を表すことができる。
【００３４】
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【表２】

　例えば、ＬＴＥでは、ＴＭ１、２、３及び７はＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモード１－
０又は２－０を用いることができ、ＴＭ４、５及び６はＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモー
ド１－１又は２－１を用いることができ、ＴＭ８は、ＵＥがＰＭＩ／ＲＩレポートを有し
て構成される場合にＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモード１－１又は２－１を、又はＵＥが
ＰＭＩ／ＲＩレポートを有しないで構成される場合にＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモード
１－０又は２－０を用いることができ、ＴＭ９及び１０は、ＵＥがＰＭＩ／ＲＩレポート
を有して構成される場合にＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモード１－１又は２－１を、又は
ＵＥがＰＭＩ／ＲＩレポートを有しないで構成される若しくはＣＳＩ－ＲＳポート数が１
に等しい場合にＰＵＣＣＨ　ＣＳＩレポートモード１－０又は２－０を用いることができ
る。
【００３５】
　ダウンリンク送信方式（例えば、送信モード）に基づき、ＵＥは、信号衝突又は干渉を
生成することなく、ノード（例えばｅＮＢ）への送信を許可されたより多くのＣＳＩレポ
ートを生成できる。無線装置（例えば、ＵＥ）は、ＣＳＩレポートを続け及び送信すべき
か、及びサブフレームでの衝突を回避するためにどのＣＳＩレポートをドロップ若しくは
廃棄するかについて決定しても良い。
【００３６】
　ＣＳＩレポートでは、ＰＵＣＣＨフォーマット２は、ＵＥからｅＮＢへ、４乃至１１個
のＣＳＩ（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩ）ビットを伝達できる。キャリアアグリゲーシ
ョンでは、各サービングセルは、周期性、開始オフセット、又はＰＵＣＣＨモードのよな
ＣＳＩ構成に関するＲＲＣ（radio　resource　control）シグナリングにより独立に構成
され得る。しかしながら、ＰＵＣＣＨフォーマット２を用いるＣＳＩの送信は、１次セル
でのみ実行され得る。ＰＵＣＣＨフォーマット２を用いる一例では、特定のサービングセ
ルについての１つのＣＳＩレポートが送信され、同時に、複数のサービングセルについて
の１より多いＣＳＩレポートが同じサブフレーム内で互いに衝突する可能性があるとき、
他のサービングセルについての残りのＣＳＩレポートがドロップされても良い。他のサー
ビングセルについてのＣＳＩレポートをドロップすることは、同じサブフレーム内のＣＳ
Ｉレポートの衝突を防ぎ得る。一例では、送信される周期的ＣＳＩレポートの優先度及び
ドロップされる周期的ＣＳＩレポートを決定するために用いられる基準は、ドロップされ
ている低いＣＳＩレポート種類優先度を有するＰＵＣＣＨレポート種類に基づき得る。Ｐ
ＵＣＣＨレポ―ト種類３、５、６及び２ａは最高又は１番目の優先度を有し、ＰＵＣＣＨ
レポ―ト種類２、２ｂ、２ｃ及び４は次の優先度又は２番目の優先度を有し、ＰＵＣＣＨ
レポート種類１及び１ａは３番目又は最低の優先度を有することができる。したがって、
ＵＥは、ＰＵＣＣＨレポート種類１、１ａを有するＣＳＩレポートを最初にドロップでき
、次にＰＵＣＣＨレポート種類２、２ｂ、２ｃ及び４を有するＣＳＩレポートを２番目に
ドロップでき、次に送信されるべきＣＳＩレポートの数より多いＰＵＣＣＨレポート種類
３、５、６及び２ａを有するＣＳＩレポートをドロップできる。一例では、ＣＳＩレポー
トは、各成分搬送波（component　carrier：ＣＣ）毎に生成することができる。各ＣＣは
、サービングセルインデックス（つまり、ServCellIndex）により表すことができる。同
じ優先度を有するレポート種類（例えば、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａ）
を有するＣＳＩレポートの間では、対応するサービングセルインデックス（つまり、Serv
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CellIndex）が増大するほど、セルの優先度は低下し得る（つまり、低いセルインデック
スほど高い優先度を有する）。
【００３７】
　別の例では、ＣＳＩレポート優先度は、ＣＳＩコンポーネントに基づき得る。ここで、
ＲＩ及び広帯域ＰＭＩレポートは、ＣＱＩレポートより高い優先度を有し、広帯域ＣＱＩ
レポートはサブバンドＣＱＩレポートより高い優先度を有する。ＲＩはネットワークチャ
ネル状態に関する全般情報を提供できるので、ＲＩは高い優先度を有し得る。一例では、
ＰＭＩ及びＣＱＩはＲＩに依存し得る。広帯域ＣＱＩはチャネル又はチャネルの最悪シナ
リオに関する全般品質情報を提供でき、一方でサブバンドＣＱＩは狭帯域サブバンドチャ
ネル品質情報を提供するので、広帯域ＣＱＩはサブバンドＣＱＩより高い優先度を有し得
る。
【００３８】
　一例では、追加ＣＳＩレポートは、ＣｏＭＰ（Coordinated　Multipoint）システムに
おいて生成され得る。ＣＳＩレポートをドロップするための追加基準は、ＣｏＭＰシステ
ムで用いられても良い。ＣｏＭＰシステム（マルチｅＮｏｄｅＢ　ＭＩＭＯ（multiple　
input　multiple　output）としても知られている）は、干渉緩和を高めるために用いる
ことができる。少なくとの４つのシナリオが、ＣｏＭＰ動作のために用いることができる
。
【００３９】
　図７Ａは、ＬＴＥ　ＣｏＭＰシナリオ１を説明し得る、同種ネットワーク内のサイト内
ＣｏＭＰシステムの協調領域３０８（太線で輪郭を描く）の一例を示す。各ノード３１０
Ａ及び３１２Ｂ～Ｇは、複数のセル（又はセクタ）３２０Ａ～Ｇ、３２２Ａ～Ｇ、及び３
２４Ａ～Ｇに供し得る。セルは、ノードにより生成される論理的定義又はノードによりカ
バーされる（全カバレッジ領域内の）地理的送信領域若しくはサブ領域であり、制御チャ
ネル、参照信号及び成分搬送波（component　carrier：ＣＣ）周波数のようなセルのパラ
メータを定める固有セル識別子（ＩＤ）を含み得る。複数のセルの間で送信を調整するこ
とにより、他のセルからの干渉は低減でき、所望の信号の受信電力は増大できる。ＣｏＭ
Ｐシステムの外部のノードは、非協調ノード３１２Ｂ～Ｇであり得る。一例では、ＣｏＭ
Ｐシステムは、複数の非協調ノードにより囲まれた複数の協調ノード（図示しない）とし
て説明できる。
【００４０】
　図７Ｂは、ＬＴＥ　ＣｏＭＰシナリオ２を説明し得る、同種ネットワーク内の高い高電
力ＲＲＨ（remote　radio　head）を有するサイト間ＣｏＭＰシステムの一例を示す。協
調領域３０６（太線で輪郭を描く）はｅＮＢ３１０Ａ及びＲＲＨ３１４Ｈ～Ｍを含み得る
。一方で、各ＲＲＨは、バックホールリンク（光又は有線リンク）を介してｅＮＢと通信
するよう構成され得る。協調ノードは、ｅＮＢ及びＲＲＨを含み得る。ＣｏＭＰシステム
では、ノードは、複数セルからの協調ノードが無線装置３０２へ信号を送信し及び無線装
置から信号を受信できる場合、隣接セル内の協調ノードとして一緒にグループ化され得る
。協調ノードは、無線装置３０２（例えば、ＵＥ）から／への信号の送信／受信を調整で
きる。各ＣｏＭＰシステムの協調ノードは、協調セットに含まれ得る。ＣＳＩレポートは
、各協調セットからの送信に基づきＣＳＩプロセスに関して生成されても良い。
【００４１】
　図７Ｃは、マクロセルカバレッジ領域内の低電力ノード（low　power　node：ＬＰＮ）
を有するＣｏＭＰシステムの一例を示す。図７Ｃは、ＬＴＥ　ＣｏＭＰシナリオ３及び４
を説明し得る。図７Ｃに示したサイト内ＣｏＭＰの例では、マクロノード３１０ＡのＬＰ
Ｎ（又はＲＲＨ）は、空間的に異なる場所に置かれても良く、ＣｏＭＰ協調は単一のマク
ロセル内であっても良い。協調領域３０４はｅＮＢ３１０Ａ及びＬＰＮ３８０Ｎ～Ｓを含
み得る。一方で、各ＬＰＮは、バックホールリンク３３２（光又は有線リンク）を介して
ｅＮＢと通信するよう構成され得る。マクロノードのセル３２６Ａは、サブセル３３０Ｎ
～Ｓに更に細分化されても良い。ＬＰＮ（又はＲＲＨ）３８０Ｎ～Ｓは、サブセルのため
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に信号を送信及び受信しても良い。無線装置３０２は、サブセル端（又はセル端）に存在
し得る。サイト内ＣｏＭＰ協調は、ＬＰＮ（又はＲＲＨ）間で又はｅＮＢとＬＰＮとの間
で生じ得る。ＣｏＭＰシナリオ３では、マクロセルカバレッジ領域内の送信／受信ポイン
トを提供する低電力ＲＲＨは、マクロセルとは異なるセルＩＤを有し得る。ＣｏＭＰシナ
リオ４では、マクロセルカバレッジ領域内の送信／受信ポイントを提供する低電力ＲＲＨ
は、マクロセルと同じセルＩＤを有し得る。
【００４２】
　ダウンリンク（ＤＬ）ＣｏＭＰ送信は、２つのカテゴリに分割できる。つまり、協調ス
ケジューリング又は協調ビームフォーミング（coordinatedscheduling　or　coordinated
　beamforming：ＣＳ／ＣＢ又はＣＳ／ＣＢＦ）と、共同処理又は共同送信（joint　proc
essing　or　joint　transmission：ＪＰ／ＪＴ）である。ＣＳ／ＣＢでは、所与のサブ
フレームは、１つのセルから所与のモバイル通信装置（例えば、ＵＥ）へ送信でき、協調
ビームフォーミングを含むスケジューリングは、異なる送信間の干渉を制御及び／又は低
減するために、セル間で動的に調整される。共同処理では、共同送信は、複数のセルによ
りモバイル通信装置（例えば、ＵＥ）に対して実行され得る。ここで、複数のノードは、
同じ時間及び周波数無線リソース及び／又は動的セル選択を用いて、同時に送信する。共
同送信のために２つの方法を用いることができる。つまり、ＯＦＤＭ信号のソフト結合受
信を用いる非コヒーレント送信、及び受信機における同相結合のためにセル間でプリコー
ディングを実行するコヒーレント送信である。複数のアンテナからの信号を協調し及び結
合することにより、ＣｏＭＰは、モバイルユーザがセル中心に近いか又はセルの外端に居
るかに関わらず、モバイルユーザが高帯域幅サービスの一貫した性能及び品質を享受でき
るようにする。
【００４３】
　単一のサービングセル（つまり、単一の成分搬送波（ＣＣ）シナリオ）でも、複数の周
期的ＣＳＩレポートがＤＬ　ＣｏＭＰのために送信されても良い。ＰＵＣＣＨレポートは
、ＣＳＩが提供され得るフォーマット及びアップリンクリソースを定めることができる。
つまり、ＰＵＣＣＨレポ―ト構成は、ＣＳＩフィードバックをどのように送信するかを定
めることができる。ＣｏＭＰ動作では、ＣＳＩの測定は、チャネル及び干渉部分の構成を
含み得る「ＣｏＭＰ　ＣＳＩプロセス」により定めることができる。したがって、異なる
ＣＳＩレポートは、異なるプロセスに関連付けられ得る。例えば、１つのＣｏＭＰ　ＣＳ
Ｉプロセスに関連付けられるＣｏＭＰ　ＣＳＩ測定は、周期的又は非周期的フィードバッ
クモードを用いて送信され得る。
【００４４】
　複数の周期的ＣＳＩプロセスは、複数の周期的ＣＳＩレポートを実現するために、特定
のＩＤ又はインデックス番号を用いてネットワークにより構成され得る。ここで用いられ
るように、ＣＳＩプロセスインデックス（CSIProcessIndex又はCSIProcessID）は、複数
の周期的ＣＳＩプロセスのこのような実現を表す。例えば、サービングセル（例えば、サ
ービングノード）が３つの周期的ＣＳＩプロセスを構成する場合、ネットワークは３つの
ＣＳＩ周期的プロセスを構成でき、CSIProcessIndexは０、１及び２として番号付けされ
得る。各周期的ＣＳＩプロセスは、ＲＲＣシグナリングにより独立に構成され得る。
【００４５】
　レガシーＬＴＥでは、１つの周期的ＣＳＩレポートのみが、ＰＵＣＣＨフォーマット２
、２ａ又は２ｂにより送信され得る。１より多い周期的ＣＳＩ送信が１つのサブフレーム
内で同時に発生する場合、１つの周期的ＣＳＩレポートのみが送信されても良く、残りの
周期的ＣＳＩレポートはドロップされても良い。複数の周期的ＣＳＩレポートはＰＵＣＣ
Ｈフォーマット３を有するＰＵＣＣＨ又はＰＵＳＣＨで送信でき、集約される周期的ＣＳ
Ｉの最大ペイロードは依然として制限され得る。例えば、最大２２個の情報ビットが、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット３を用いて伝達できる。したがって、集約される周期的ＣＳＩビッ
トの数が２２ビットを超える場合、残りのＣＳＩレポートはドロップされても良い。一例
では、ＰＵＣＣＨフォーマット２が周期的ＣＳＩ送信のために用いられる場合、１つのＣ
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ＳＩプロセスのみが、容量基準に関わらず、送信のために選択されても良い。
【００４６】
　CSIProcessIDが用いられるとき、どんなＣＳＩプロセス又はＣＳＩレポートがドロップ
され得るかを決定するために、種々の方法を用いることができる。説明の目的で、複数の
ＣＳＩを伝達できるＰＵＣＣＨフォーマット３を有するＰＵＣＣＨが想定されるが、同じ
原理が他のＰＵＣＣＨフォーマット又はＰＵＳＣＨのような他の場合に用いることができ
る。
【００４７】
　集約される周期的ＣＳＩ情報ビットが特定のＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、ＰＵＣ
ＣＨフォーマット２、ＰＵＣＣＨフォーマット３、ＰＵＳＣＨ、又は他のフォーマット）
の最大容量を超えない場合、集約される周期的ＣＳＩは、対応するＰＵＣＣＨフォーマッ
トで送信され得る。その他の場合（つまり、集約される周期的ＣＳＩ情報ビットが特定の
ＰＵＣＣＨフォーマットの最大容量を超える場合）、ＣＳＩプロセスの中の周期的ＣＳＩ
が選択され、集約される周期的ＣＳＩペイロードが、ＣＳＩプロセスの最大数であり、Ｐ
ＵＣＣＨで用いられるＰＵＣＣＨフォーマットの最大容量未満であるようにする。例えば
、ＣＳＩプロセス数が５であり且つＰＵＣＣＨフォーマット３が用いられる場合、及び各
ＣＳＩプロセスのＣＳＩビット数が１１である場合、２つのＣＳＩプロセスのみのＣＳＩ
がＰＵＣＣＨフォーマット３で送信され、残りの３個のＣＳＩプロセスはドロップされて
も良い。
【００４８】
　ＣＳＩプロセス及び／又はレポートをドロップする優先規則を決定するために種々の方
法を用いることができる。複数プロセスのＣＳＩ送信を有するＰＵＣＣＨフォーマット３
又は単一ＣＳＩプロセスを有するＰＵＣＣＨフォーマット２を用いるＰＵＣＣＨを用いる
ことができる。一例では、ＰＵＣＣＨが周期的ＣＳＩ送信のためにＰＵＣＣＨフォーマッ
ト２を用いる場合、１つのＣＳＩプロセスのみが、容量基準に関わらず、送信のために選
択されても良い。
【００４９】
　ある方法（つまり、方法１）では、衝突するサブフレーム（又は衝突する可能性のある
サブフレーム）内のＣＳＩプロセスを残す（又はドロップする）優先度は、先ず、ＰＵＣ
ＣＨレポート種類及び／又はＰＵＣＣＨレポートモードにより決定できる。１番目又は最
高の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａに与えられ
得る。次に、次の又は２番目の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類２、
２ｂ、２ｃ及び４に与えられ得る。次に、３番目の又は最後の優先度のＣＳＩプロセスは
、ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａに与えられ得る。
【００５０】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２ビットを超
える場合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが残っている場合
、２つのルールのうちの１つを用いることができる。第１のルールを用いると、同じ優先
度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有するＣＳＩプロセスの間のＣＱＩ／Ｐ
ＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先度は、ＣＳＩプロセスインデックス（例えば、CSIProce
ssID）に基づき決定され得る。例えば、ＣＳＩプロセスＩＤの優先度は、対応するＣＳＩ
プロセスＩＤが増大するにつれて減少する。したがって、低いＣＳＩプロセスＩＤほど、
高い優先度を有し得る。第２のルールを用いると、ＣＳＩプロセスの優先度は、ＲＲＣシ
グナリングにより構成され得る。
【００５１】
　別の方法（つまり、方法２）では、衝突するサブフレーム内のＣＳＩプロセスを残す（
又はドロップする）優先度は、ＲＲＣシグナリングにより与えられ得る。一例では、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット２の最大容量は１１ビットであり、ＰＵＣＣＨフォーマット３は２２
ビットであり、ＰＵＳＣＨは５５ビットであり得る。
【００５２】
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　ＣＳＩプロセスを残す（又はドロップする）優先度は、送信モード１０のような、（Se
rvCellIndexを用いて）キャリアアグリゲーション及び（CSIProcessID又はCSIProcessInd
exを用いて）ＣｏＭＰシナリオの同時使用のために決定され得る。ＣＳＩプロセスをドロ
ップする優先度は、搬送波及びＣＳＩプロセス領域の両方を考慮して定めることができる
。
【００５３】
　例えば、ある方法（つまり、方法Ａ）では、衝突するサブフレーム（又は衝突する可能
性のあるサブフレーム）内のＣＳＩレポートをドロップする（又は残す）ために用いられ
るＣＳＩプロセス及び成分搬送波の優先度は、先ず、ＰＵＣＣＨレポート種類及び／又は
ＰＵＣＣＨレポートモードにより決定できる。１番目又は最高の優先度のＣＳＩプロセス
は、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａに与えられ得る。次に、次の又は２番目
の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類２、２ｂ、２ｃ及び４に与えられ
得る。次に、３番目の又は最後の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類１
及び１ａに与えられ得る。
【００５４】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２ビットより
多い場合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが残っている場合
、３つのルールのうちの１つを用いることができる。第１のルールを用いると、同じ優先
度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有するサービングセルの間のＣＱＩ／Ｐ
ＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先度は、サービングセルインデックス（例えば、ServCell
Index）に基づき決定され得る。セルの優先度は、対応するサービングセルインデックス
が増大するにつれ、減少し得る。
【００５５】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２より多い場
合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている
場合、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有する及び同じサービン
グセルインデックスを有するＣＳＩプロセスの間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポー
ト優先度は、ＣＳＩプロセスインデックス（例えば、CSIProcessID又はCSIProcessIndex
）に基づき決定できる。ＣＳＩプロセスインデックスの優先度は、対応するＣＳＩプロセ
スインデックスが増大するにつれて、減少し得る。
【００５６】
　第２のルールを用いると、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有
す各サービングセルのＣＳＩプロセスの間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先
度は、ＣＳＩプロセスインデックス（例えば、CSIProcessID又はCSIProcessIndex）に基
づき決定され得る。ＣＳＩプロセスインデックスの優先度は、対応するＣＳＩプロセスイ
ンデックスが増大するにつれて、減少し得る。
【００５７】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２より多い場
合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている
場合、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有する及び同じＣＳＩプ
ロセスインデックスを有するサービングセルの間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポー
ト優先度は、サービングセルインデックス（例えば、ServCellIndex）に基づき決定でき
る。セルの優先度は、対応するサービングセルインデックスが増大するにつれ、減少し得
る。
【００５８】
　第３のルールを用いると、キャリアアグリゲーションで用いられるＣＣ及び／又はＣｏ
ＭＰシナリオで用いられるＣＳＩプロセスインデックスに渡る優先度は、ＲＲＣシグナリ
ングにより構成され得る。
【００５９】
　別の方法（つまり、方法Ｂ）では、ＣｏＭＰシナリオで用いられるＣＳＩプロセス及び
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キャリアアグリゲーションで用いられる成分搬送波の優先度の全ては、ＲＲＣシグナリン
グにより構成され得る。
【００６０】
　別の方法（つまり、方法Ｃ）では、ＣＳＩプロセスインデックスは、サービングセル及
びＣＳＩプロセスに渡り一意に定められ得る（つまり、ユニークなＣＳＩプロセスインデ
ックスは、CSIProcessIndex及びServCellIndexの組合せであり得る）。一例では、ＣＳＩ
プロセスインデックスは、ＲＲＣシグナリングを介して決定され通信され得る。例えば、
２つのサービングセルアグリゲーション及びサービングセル当たり３つのＣＳＩプロセス
では、ＣＳＩプロセスの総数は、６個のＣＳＩプロセスについて一意に（つまり、ＣＳＩ
プロセス０、１、２、３、４、及び５毎に）定められ得る。
【００６１】
　ユニークなＣＳＩプロセスインデックスを用いると、衝突するサブフレーム（又は衝突
する可能性のあるサブフレーム）内のＣＳＩレポートをドロップする（又は残す）ために
用いられるＣＳＩプロセスの優先度は、先ず、ＰＵＣＣＨレポート種類及び／又はＰＵＣ
ＣＨレポートモードにより決定できる。１番目又は最高の優先度のＣＳＩプロセスは、Ｐ
ＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａに与えられ得る。次に、次の又は２番目の優先
度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類２、２ｂ、２ｃ及び４に与えられ得る。
次に、３番目の又は最後の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１
ａに与えられ得る。
【００６２】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２より多い場
合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている
場合、ＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類の優先度を有するＣＳＩプロセスの間の
ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先度は、ＣＳＩプロセスインデックス（例えば
、CSIProcessID又はCSIProcessIndex）に基づき決定できる。ＣＳＩプロセスインデック
スの優先度は、対応するＣＳＩプロセスインデックスが増大するにつれて、減少し得る。
【００６３】
　別の方法（つまり、方法Ｄ）では、規定ＣＳＩプロセスインデックスは、各サービング
セルについて定められ得る。各規定ＣＳＩプロセスインデックスは、各サービングセル毎
に最高優先度を有し得る。各サービングセルの規定ＣＳＩプロセスインデックスを用いる
と、衝突するサブフレーム（又は衝突する可能性のあるサブフレーム）内のＣＳＩレポー
トをドロップする（又は残す）ために用いられるＣＳＩプロセス及び成分搬送波の優先度
は、先ず、ＰＵＣＣＨレポート種類及び／又はＰＵＣＣＨレポートモードにより決定でき
る。１番目又は最高の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及
び２ａに与えられ得る。次に、次の又は２番目の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨ
レポート種類２、２ｂ、２ｃ及び４に与えられ得る。次に、３番目の又は最後の優先度の
ＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａに与えられ得る。
【００６４】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３で集約されるＣＳＩビットの数が依然として２２より多い場
合、又はＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている
場合、ＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類の優先度を有する規定ＣＳＩプロセスの
間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先度は、ＣＳＩプロセスインデックス（例
えば、CSIProcessID又はCSIProcessIndex）に基づき決定できる。ＣＳＩプロセスインデ
ックスの優先度は、対応するＣＳＩプロセスインデックスが増大するにつれて、減少し得
る。
【００６５】
　種々の方法の組合せも考えられる。
【００６６】
　別の例では、結合されたキャリアアグリゲーション及びＣｏＭＰシナリオのドロップル
ールは、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＣＳＩ及びＨＡＲＱ－ＡＣＫの多重化のため
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に用いられ得る。自動反復要求（Automatic　Repeat　reQuest）は、フィードバック機構
であり、それにより、受信端末は誤りであると検出されるパケットの再送信を要求する。
ハイブリッドＡＲＱ（Hybrid　ARQ）は、自動再送要求（Automatic　Retransmission　re
Quest：ＡＲＱ）と、誤り訂正のオーバヘッドをチャネル品質に依存して動的に適応可能
にする前方誤り訂正（forward　error　correction：ＦＥＣ）との同時結合である。ＨＡ
ＲＱが用いられるとき、及び誤りがＦＥＣにより訂正できる場合、再送信は要求されない
。一方、誤りが検出されるが訂正できない場合、再送信が要求され得る。ＰＤＳＣＨ内の
ように１又は複数のデータブロックの受信及び復号化に成功したことを示すために、肯定
応答（ACKnowledgment：ＡＣＫ）信号が送信され得る。パケットの適正な受信に肯定応答
するため、又は（ＮＡＣＫ若しくはＮＡＫを介して）新しい再送信を要求するために、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ／否定応答（ACKnowledgement：ＮＡＣＫ又はＮＡＫ）情報は、受信機か
ら送信機へのフィードバックを含み得る。
【００６７】
　一例では、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信のためにＰＵＣＣＨフォーマット３で構成されるＵＥ
では、及びＵＥが周期的ＣＳＩでＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信を送信するよう構成されるサブフ
レームでは、及びＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信のためにＰＵＣＣＨフォーマット３リソースがＵ
Ｅに示されるサブフレームでは、ＵＥは、以下の処理に従ってＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び単一
セル周期的ＣＳＩを送信できる。フォーマット３リソースに加えていかなる追加ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット３リソースも、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ及びＣＳＩ多重化のために構成されない
。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び周期的ＣＳＩは、スケジュール要求（schedule　request：ＳＲ
）を含み最大２２ビットまで一緒に符号化できる。（ＳＲを含む）ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィ
ードバックビットと一緒に選択される周期的ＣＳＩレポートがＰＵＣＣＨフォーマット３
のペイロードサイズに適合するとき、周期的ＣＳＩレポートのためのサービングセルが選
択され得る。次に、周期的ＣＳＩ及び（ＳＲを含む）ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットは送信され
得る。その他の場合、周期的ＣＳＩを有しない（ＳＲを含む）ＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信さ
れ得る。
【００６８】
　結合されたキャリアアグリゲーション及びＣｏＭＰの例では、１つのＣＳＩレポートの
みが、ＰＵＣＣＨフォーマット３を有するＰＵＣＣＨでの結合されたＣＳＩプロセス及び
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａ／Ｎ）フィードバックのために選択されても良い。上述の方法Ａ、
Ｂ、Ｃ及びＤの選択されたルールは、ＰＵＣＣＨフォーマット３を有するＰＵＣＣＨでの
結合されたＣＳＩプロセス及びＡ／Ｎのための１つの周期的ＣＳＩレポートを選択するた
めに用いられ得る。
【００６９】
　例えば、方法Ａを用いるドロップルールは、次のように表すことができる。衝突するサ
ブフレーム（又は衝突する可能性のあるサブフレーム）内のＣＳＩレポートをドロップす
る（又は残す）ために用いられるＣＳＩプロセス及び成分搬送波の優先度は、先ず、ＰＵ
ＣＣＨレポート種類及び／又はＰＵＣＣＨレポートモードにより決定できる。１番目又は
最高の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａに与えら
れ得る。次に、次の又は２番目の優先度のＣＳＩプロセスは、ＰＵＣＣＨレポート種類２
、２ｂ、２ｃ及び４に与えられ得る。次に、３番目の又は最後の優先度のＣＳＩプロセス
は、ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａに与えられ得る。
【００７０】
　ＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている場合、
同じ優先度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有す各サービングセルのＣＳＩ
プロセスの間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポート優先度は、ＣＳＩプロセスインデ
ックス（例えば、CSIProcessID又はCSIProcessIndex）に基づき決定され得る。ＣＳＩプ
ロセスインデックスの優先度は、対応するＣＳＩプロセスインデックスが増大するにつれ
て、減少し得る。
【００７１】
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　次に、ＰＵＣＣＨフォーマット２で１より多いＣＳＩプロセスが依然として残っている
場合、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポートモード及び／又は種類を有する及び同じＣＳＩプ
ロセスインデックスを有するサービングセルの間のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＰＴＩ／ＲＩレポー
ト優先度は、サービングセルインデックス（例えば、ServCellIndex）に基づき決定でき
る。セルの優先度は、対応するサービングセルインデックスが増大するにつれ、減少し得
る。
【００７２】
　図８のフローチャートに示すように、別の例は、指定された送信モードで構成された周
期的チャネル状態情報（channel　state　information：ＣＳＩ）をレポートするよう動
作するユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータ回路の機能５００を提供する。機能は方法とし
て実施されても良い。あるいは、機能は機械において命令として実行されても良い。ここ
で、命令は、少なくとも１つのコンピュータ可読媒体若しくは非一時的機械可読記憶媒体
に含まれる。ブロック５１０のように、コンピュータ回路は、複数のＣＳＩプロセスのサ
ブフレーム内で送信するための複数のＣＳＩレポートを生成するよう構成され得る。ここ
で、各ＣＳＩレポートは、CSIProcessIndexを有するＣＳＩプロセスに対応する。ブロッ
ク５２０のように、コンピュータ回路は、最低CSIProcessIndexを有するＣＳＩプロセス
を除くＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロップするよう更に構成され得る。
ブロック５３０のように、コンピュータ回路は、ＣＳＩプロセスの少なくとも１つのＣＳ
ＩレポートをｅＮＢ（evolved　Node　B）へ送信するよう構成され得る。
【００７３】
　一例では、ＣＳＩレポートをドロップするよう構成されるコンピュータ回路は、ＰＵＣ
ＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマットに基づき選択された数のＣＳ
Ｉレポートを送信することを決定し、及びサブフレーム内でＣＳＩレポートが衝突するの
を回避するために、ＣＳＩプロセスに対応する選択された数の最高優先度ＣＳＩレポート
以外の全てのＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩレポートをドロップするよう、更に構成さ
れ得る。ＰＵＣＣＨフォーマットは、少なくとも１つのＣＳＩレポートを有するＰＵＣＣ
Ｈフォーマット２、２ａ、２ｂ、３を有し得る。
【００７４】
　一例では、ＣＳＩレポートをドロップするよう構成されるコンピュータ回路は、ＣＳＩ
レポートのCSIProcessIndexesが同じとき、最低ServCellIndexを有するＣＳＩレポートを
除き、ServCellIndexに基づきＣＳＩレポートをドロップするよう更に構成され得る。別
の例では、コンピュータ回路は、CSIProcessIndexに基づき低優先度ＣＳＩレポートをド
ロップする前に、サービングセルのＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）
レポート種類に基づき、少なくとも１つの低優先度ＣＳＩレポートをドロップするよう更
に構成され得る。ＰＵＣＣＨレポート種類３、５、６及び２ａは、ＰＵＣＣＨレポート種
類１、１ａ、２、２ｂ、２ｃ及び４より高い優先度を有し得る。ＰＵＣＣＨレポート種類
２、２ｂ、２ｃ及び４は、ＰＵＣＣＨレポート種類１及び１ａより高い優先度を有する。
最高優先度ＣＳＩレポートは、最低CSIProcessIndexを有し得る。別の構成では、コンピ
ュータ回路は、最低CSIProcessIndexに対応するサービングセルのために最高優先度ＣＳ
Ｉプロセスを有する規定ＣＳＩプロセスを割り当てるよう構成され得る。別の例では、CS
IProcessIndexは、特定ＣＳＩプロセス及び特定サービングセルについてユニークであり
得る。特定送信モードは、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint）構成のために用いるこ
とができる。一例では、特定送信モードは、ＣｏＭＰ構成のために用いられる送信モード
１０を有し得る。
【００７５】
　図９のフローチャートに示すように、別の例は、ＣｏＭＰ（coordinated　multipoint
）シナリオにおけるユーザ機器（ＵＥ）からの周期的チャネル状態情報（channel　state
　information：ＣＳＩ）レポートのための方法６００を提供する。方法は機械において
命令として実行されても良い。ここで、命令は、少なくとも１つのコンピュータ可読媒体
若しくは非一時的機械可読記憶媒体に含まれる。ブロック６１０のように、方法は、ＵＥ
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において、サブフレーム内で衝突するＣＳＩレポートの数を決定する動作を含む。ここで
、ＣＳＩレポートは複数のＣＳＩプロセスを含み、各ＣＳＩレポートは、ＣＳＩプロセス
インデックスを有するＣＳＩプロセスに対応する。ブロック６２０のように、ＣＳＩレポ
ートの数を優先順位付けする動作が続く。ここで、高い優先度を有するＣＳＩプロセスほ
ど、低いＣＳＩプロセスインデックスを有する。ブロック６３０のように、方法の次の動
作は、ＣＳＩプロセスインデックスに部分的に基づき、低優先度ＣＳＩレポートをドロッ
プすることであり得る。ブロック６４０のように、方法は、少なくとも１つの最高優先度
ＣＳＩレポートをＵＥからノードへ送信することを更に有し得る。
【００７６】
　ＣＳＩレポートの数を優先順位付けする動作は、ＣＱＩ（channel　quality　indicato
r）／ＰＭＩ（precoding　matrix　indicator）／ＲＩ（rank　indication）レポート種
類に基づきＣＳＩレポートの数を優先順位付けすることを更に有し得る。ここで、ＣＱＩ
／ＰＭＩ／ＲＩレポート種類３、５、６及び２ａはＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩレポート種類１
、１ａ、２、２ｂ、２ｃ及び４より高い優先度を有し、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩレポート種
類２、２ｂ、２ｃ及び４はＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩレポート種類１及び１ａより高い優先度
を有する。一例では、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けする動作は、サービングセルイ
ンデックス又は成分搬送波（ＣＣ）に基づき、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けし、次
にＣＳＩプロセスインデックスに基づきＣＳＩレポートの数を優先順位付けすることを更
に有し得る。ここで、高い優先度を有するＣＣほど、低いサービングセルインデックスを
有する。別の例では、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けする動作は、ＣＳＩプロセスイ
ンデックスに基づき、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けし、次に、サービングセルイン
デックス又は成分搬送波（ＣＣ）に基づき、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けすること
を更に有し得る。ここで、高い優先度を有するＣＣほど、低いサービングセルインデック
スを有する。
【００７７】
　別の構成では、ＣＳＩレポートの数を優先順位付けする動作は、各ＣＳＩレポートのＣ
ＳＩプロセスインデックス又は成分搬送波（ＣＣ）に基づき、無線リソース制御（radio
　resource　control：ＲＲＣ）シグナリングを介して、ＣＳＩレポートの優先度を受信
することを更に有し得る。別の例では、ユニークなＣＳＩプロセスインデックスは、特定
ＣＳＩプロセス及び特定ＣＣのために割り当てられ得る。別の例では、方法は、最高優先
度のＣＳＩプロセスを有する規定ＣＳＩプロセスを定めることを更に有し得る。規定ＣＳ
Ｉプロセスは、最低ＣＳＩプロセスインデックスに対応し得る。
【００７８】
　少なくとも１つの最高優先度ＣＳＩレポートを送信する動作は、ＰＵＣＣＨフォーマッ
トで利用可能な最大１１個のＣＳＩビット毎に、非衝突ＣＳＩレポートを送信することを
更に有し得る。ノードは、基地局（ＢＳ）、ＮＢ（Node　B）、ｅＮＢ（evolved　Node　
B）、ベースバンドユニット（baseband　unit：ＢＢＵ）、ＲＲＨ（remote　radio　head
）、ＲＲＥ（remote　radio　equipment）、ＲＲＵ（remote　radio　unit）を有し得る
。
【００７９】
　図１０は、例示的なノード（例えば、サービングノード７１０及び協調ノード７３０）
及び例示的な無線装置７２０を示す。ノードは、ノード装置７１２及び７３２を有し得る
。ノード装置又はノードは、無線装置と通信するよう構成され得る。ノード装置は、送信
モード１０のような特定送信モードで構成される周期的チャネル状態情報（channel　sta
te　information：ＣＳＩ）送信を受信するよう構成され得る。ノード装置又はノードは
、Ｘ２アプリケーションプロトコル（Ｘ２ＡＰ）のようなバックホールリンク７４０（光
又は有線リンク）を介して他のノードと通信するよう構成され得る。ノード装置は、処理
モジュール７１４及び７３４、並びに通信機モジュール７１６及び７３６を有し得る。通
信機モジュールは、ＰＵＣＣＨで周期的チャネル状態情報（ＣＳＩ）を受信するよう構成
され得る。通信機モジュール７１６及び７３６は、Ｘ２アプリケーションプロトコル（Ｘ
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２ＡＰ）を介して協調ノードと通信するよう更に構成され得る。処理モジュールは、ＰＵ
ＣＣＨの周期的ＣＳＩレポートを処理するよう更に構成され得る。ノード（例えば、サー
ビングノード７１０及び協調ノード７３０）は、基地局（ＢＳ）、ＮＢ（Node　B）、ｅ
ＮＢ（evolved　Node　B）、ベースバンドユニット（baseband　unit：ＢＢＵ）、ＲＲＨ
（remote　radio　head）、ＲＲＥ（remote　radio　equipment）、又はＲＲＵ（remote
　radio　unit）を有し得る。
【００８０】
　無線装置７２０は、通信機モジュール７２４及び処理モジュール７２２を有し得る。無
線装置は、ＣｏＭＰ動作で用いられる送信モードのような特定送信モードで構成される周
期的チャネル状態情報（channel　state　information：ＣＳＩ）送信のために構成され
得る。処理モジュールは、ＣＳＩプロセスインデックス及びＰＵＣＣＨ（physical　upli
nk　control　channel）レポート種類に基づきサブフレームについて複数のＣＳＩレポー
トの中でＣＳＩレポートの優先度を生成し、低優先度ＣＳＩレポートをドロップするよう
構成され得る。ＣＳＩプロセスインデックスは、ダウンリンク（ＤＬ）ＣｏＭＰ　ＣＳＩ
プロセスに対応し得る。通信機モジュールは、少なくとも１つの高優先度ＣＳＩレポート
をノードへ送信するよう構成され得る。
【００８１】
　一例では、サービングセルのための最高優先度ＣＳＩプロセスは、最低CSIProcessInde
xに対応し得る。ＣＱＩ（channel　quality　indicator）フィードバックを有しないＲＩ
（rank　indication）又は広帯域ＰＭＩ（precoding　matrix　indicator）フィードバッ
クを有するＰＵＣＣＨレポート種類は、ＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポー
ト種類より高い優先度を有し得る。広帯域ＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポ
ート種類は、サブバンドＣＱＩフィードバックを有するＰＵＣＣＨレポートより高い優先
度を有し得る。
【００８２】
　ある構成では、処理モジュール７２２は、サービングセルインデックスに基づきＣＳＩ
レポートを優先順位付けし、次に、ＣＳＩプロセスインデックスに基づきＣＳＩレポート
を優先順位付けするよう更に構成され得る。低いサービングセルインデックスを有するＣ
ＳＩレポートは、高いサービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートよりも高い優
先度を有し得る。低いＣＳＩプロセスインデックスを有する特定サービングセルインデッ
クスのためのＣＳＩレポートは、高いＣＳＩプロセスインデックスを有する特定サービン
グセルインデックスのためのＣＳＩレポートより高い優先度を有し得る。
【００８３】
　別の構成では、処理モジュール７２２は、ＣＳＩプロセスインデックスに基づきＣＳＩ
レポートを優先順位付けし、次に、サービングセルインデックスに基づきＣＳＩレポート
を優先順位付けするよう更に構成され得る。ＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩ
レポートは、高いＣＳＩプロセスインデックスを有するＣＳＩレポートよりも高い優先度
を有し得る。低いサービングセルインデックスを有する特定ＣＳＩインデックスのための
ＣＳＩレポートは、高いサービングセルインデックスを有する特定ＣＳＩプロセスインデ
ックスのためのＣＳＩレポートより高い優先度を有し得る。
【００８４】
　別の構成では、通信機モジュール７２４は、ＲＲＣ（radio　resource　control）シグ
ナリングを介して、特定ＣＳＩプロセスインデックス又は特定サービングセルインデック
スを有するＣＳＩレポートの優先度を受信するよう更に構成され得る。一例では、処理モ
ジュール７２２は、結合されたＣＳＩプロセスインデックス及びサービングセルインデッ
クスに基づき、ＣＳＩレポートを優先順位付けするよう更に構成され得る。低い結合ＣＳ
Ｉプロセスインデックス及びサービングセルインデックスを有するＣＳＩレポートは、高
い結合ＣＳＩプロセスインデックス及びサービングセルインデックスを有するＣＳＩレポ
ートより高い優先度を有し得る。別の例では、処理モジュールは、最高優先度のＣＳＩプ
ロセスを有する規定ＣＳＩプロセスを割り当てるよう更に構成され得る。規定ＣＳＩプロ
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セスは、複数のＣＳＩプロセスのための最低ＣＳＩプロセスインデックスを有し得る。
【００８５】
　別の例では、処理モジュール７２２は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（hybrid　automatic　repea
t　request－acknowledgement）及びＣＳＩレポートを多重化し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィ
ードバックビット及びスケジューリング要求（scheduling　request：ＳＲ）を有するＣ
ＳＩレポートがＰＵＣＣＨ（physical　uplink　control　channel）フォーマット３ペイ
ロードに適合するかどうかを決定するよう更に構成され得る。通信機モジュールは、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット及びＳＲを有するＣＳＩレポートがＰＵＣＣＨフォー
マット３ペイロードに適合しないとき、ＣＳＩレポートを有しないＳＲを含むＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックビットを送信し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット及びＳＲ
を有するＣＳＩレポートがＰＵＣＣＨフォーマット３ペイロードに適合するとき、ＣＳＩ
レポートを有するＳＲを含む多重化ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを送信するよ
う更に構成され得る。別の構成では、通信機モジュールは、ＰＵＣＣＨ（physical　upli
nk　control　channel）フォーマットの非衝突ＣＳＩレポートの数を送信するよう更に構
成され得る。各ＣＳＩレポートは最大１１個のＣＳＩビットを使用できる。
【００８６】
　図１１は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局（ＭＳ）、モバイル無線装置、モバイル通信装
置、タブレット、ハンドセット、又は他の種類の無線装置のような無線装置の例示的説明
を提供する。無線装置は、ノード、マクロノード、低電力ノード（low　power　node：Ｌ
ＰＮ）、又は基地局（ＢＳ）、ｅＮＢ（evolved　Node　B）、ベースバンドユニット（ba
seband　unit：ＢＢＵ）、ＲＲＨ（remote　radio　head）、ＲＲＥ（remote　radio　eq
uipment）、中継局（ＲＳ）、無線機器（radio　equipment：ＲＥ）若しくは他の種類の
無線広域ネットワーク（wireless　wide　area　network：ＷＷＡＮ）アクセスポイント
のような送信局と通信するよう構成される１又は複数のアンテナを有し得る。無線装置は
、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ、ＨＳＰＡ（High　Speed　Packet　Access）、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）及びＷｉＦｉを含む少なくとも１つの無線通信規格を用いて通
信するよう構成され得る。無線装置は、無線通信規格毎に別個のアンテナを又は複数の無
線通信規格のための共有アンテナを用いて通信できる。無線装置は、ＷＬＡＮ（wireless
　local　area　network）、ＷＰＡＮ（wireless　personal　area　network）、及び／
又はＷＷＡＮ内で通信できる。
【００８７】
　図１１は、無線装置からの音声入力及び出力のために用いられ得るマイクロフォン及び
１又は複数のスピーカの説明も提供する。ディスプレイスクリーンは、ＬＣＤ（liquid　
crystal　display）スクリーン、又はＯＬＥＤ（organic　light　emitting　diode）デ
ィスプレイのような他の種類のディスプレイスクリーンであっても良い。ディスプレイス
クリーンは、タッチスクリーンのように構成され得る。タッチスクリーンは、容量性、抵
抗性、又は別の種類のタッチスクリーン技術を用いても良い。アプリケーションプロセッ
サ及びグラフィックプロセッサは、処理及び表示能力を提供するために内部メモリに結合
され得る。不揮発性メモリポートも、ユーザに入力／出力オプションを提供するために用
いられ得る。不揮発性メモリポートは、無線装置のメモリ容量を拡張するために用いられ
ても良い。キーボードは、追加ユーザ入力を提供するために、無線装置に統合され又は無
線装置に無線接続されても良い。仮想キーボードは、タッチスクリーンを用いて提供され
ても良い。
【００８８】
　種々の技術又はその特定の態様若しくは部分は、フロッピー（登録商標）ディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、ハードドライブ、非一時的コンピュータ可読記憶媒体、又は任意の他の機械
可読記憶媒体のような有形媒体に具現化されるプログラムコード（つまり、命令）の形式
をとっても良く、プログラムコードがコンピュータのような機械に読み込まれ実行される
と、該機械は、種々の技術を実施するための装置になる。回路は、ハードウェア、プログ
ラムコード、実行可能コード、コンピュータ命令、及び／又はソフトウェアを有し得る。
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非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、信号を含まないコンピュータ可読記憶媒体であり
得る。プログラム可能なコンピュータでプログラムコードが実行される場合、コンピュー
ティング装置は、プロセッサ、該プロセッサにより読み取り可能な記憶媒体（揮発性及び
不揮発性メモリ、及び／又は記憶素子を含む）、少なくとも１つの入力装置、及び少なく
とも１つの出力装置を含んでも良い。揮発性及び不揮発性メモリ及び／又は記憶素子は、
ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、フラッシュドライブ、光ドライブ、磁気ハードドライブ、固体ドラ
イブ、又は電子データを格納する他の媒体であっても良い。ノード及び無線装置は、通信
機モジュール、カウンタモジュール、処理モジュール、及び／又はクロックモジュール若
しくはタイマモジュールを有しても良い。ここに記載した種々の技術を実施し又は利用し
得る１又は複数のプログラムは、ＡＰＩ（application　programming　interface）、再
利用可能制御、等を用いても良い。このようなプログラムは、コンピュータシステムと通
信するために、高度な手続き又はオブジェクト指向プログラミング言語で実装されても良
い。しかしながら、プログラムは、望ましい場合には、アセンブラ又は機械語で実装され
ても良い。いずれの場合にも、言語は、コンパイルされた又はインタープリットされた言
語であっても良く、ハードウェア実装と結合されても良い。
【００８９】
　理解されるべきことに、本願明細書に記載の機能ユニットの多くは、それらの実装独立
性を特に強調するために、モジュールとしてラベル付けされた。例えば、モジュールは、
カスタムＶＬＳＩ回路又はゲートアレイ、ロジックチップ、トランジスタ若しくは他の個
別部品のようなオフザシェルフ（off－the－shelf）半導体を有するハードウェア回路と
して実装されても良い。モジュールは、フィールドプログラマブルゲートアレイ、プログ
ラマブルアレイロジック、プログラマブルロジックデバイス、等のようなプログラマブル
ハードウェア素子内に実装されても良い。
【００９０】
　モジュールは、種々の種類のプロセッサにより実行されるソフトウェアで実装されても
良い。例えば、実行可能コードの識別されるモジュールは、例えばオブジェクト、プロシ
ジャ又は関数として編成され得るコンピュータ命令の１又は複数の物理又は論理ブロック
を有しても良い。しかしながら、識別されるモジュールの実行ファイルは、物理的に一緒
に配置される必要はなく、論理的に一緒にされるとモジュールを有しモジュールの提示さ
れる目的を達成する異なる場所に格納される別個の命令を有しても良い。
【００９１】
　実際に、実行可能コードのモジュールは、単一命令又は多くの命令であっても良く、幾
つかの異なるコードセグメントに渡り、異なるプログラムの間で、及び幾つかのメモリ装
置に渡り分散されても良い。同様に、運用データは、ここにモジュール内で識別され示さ
れ、任意の適切な形式で実装され、任意の適切な種類のデータ構造で編成されても良い。
運用データは、単一データセットとして集められても良く、異なる記憶装置に渡ることを
含む異なる場所に渡り分散されても良く、少なくとも部分的にシステム又はネットワーク
上の電子信号として単に存在しても良い。モジュールは、所望の機能を実行するよう動作
するエージェントを含み、受動的又は能動的であっても良い。
【００９２】
　本願明細書を通じて「一例」という言及は、その例と関連して記載された特定の特徴、
構造、機能又は特性が本発明の少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。し
たがって、本願明細書を通じて種々の場所にある「一例では」という表現は、必ずしも全
て同じ実施形態を参照していない。
【００９３】
　ここで用いられるように、複数の用語、構造的要素、組成要素、及び／又は材料は、便
宜のために共通のリストに現れ得る。しかしながら、これらのリストは、該リストの各構
成要素が別個の及びユニークな構成要素として個々に識別されるものと考えられるべきで
ある。したがって、このようなリストのいかなる個々の構成要素も、断りのない限り、事
実上、共通グループ内での出現に基づき同じリストの任意の他の構成要素の等価物として
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考えられるべきである。さらに、本発明の種々の実施形態及び例は、その種々の成分の代
替物とともにここで言及されても良い。理解されるべきことに、このような実施形態、例
、及び代替は、事実上互いの等価物として考えられるべきではないが、本発明の別個の及
び自主的表現として考えられるべきである。
【００９４】
　更に、記載の特徴、構造又は特性は、１又は複数の実施形態において、任意の適切な方
法で結合されても良い。以下の記載では、本発明の実施形態の完全な理解を提供するため
に、レイアウトの例、距離、ネットワーク例、等のような多くの特定の詳細事項が提供さ
れる。しかしながら、当業者は、本発明が特定の詳細事項のうちの１又は複数がなくても
又は他の方法、コンポーネント、レイアウト、等で実施できることを理解するだろう。他
の例では、良く知られた構造、材料又は動作は、本発明の態様を不明瞭にしないために詳
細に示されず又は記載されない。
【００９５】
　前述の例は１又は複数の特定の用途における本発明の原理の説明であるが、当業者には
、発明力を行使しないで及び本発明の原理及び概念から逸脱することなく、実装の形式、
使用方法及び詳細事項において多くの変更を行うことができることが明らかである。した
がって、以下に記載の請求の範囲を除いて、本発明は限定されるものではない。
【００９６】
　［関連出願］
　本願は、参照されることにより全体が本願明細書に組み込まれる米国仮特許出願番号第
６１/６７９,６２７号、２０１２年８月３日出願、代理人管理番号P４６６３０Zの利益を
請求する。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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